
○地域資源、地場産農水畜産物を活かした「この町ならでは。」旅の目的となりうるコンテンツ・メニューの開発
○観光協会、飲食・宿泊事業者、農業者、行政が農泊推進認識を共有しての事業実施
○外国人旅行者及び国内富裕層を対象とした地域の拠点となる宿泊施設の整備

池田町農泊推進協議会 〔長野県池田町〕
いけだまち

【実施体制】

【採 択 年 度】
令和２年度

【事業実施期間】
令和２～３年度

【取組内容】

七色大カエデ

夢農場ラベンダー園

【特徴的な取組】

自ら収穫した新鮮野菜を食す アウトドアコンテンツ開発 体調に合うハーブティー・
『マイ・プレート体験』 (パラグライダー等) ハーブオイル製作体験

○ 池田町特産「ハーブ」「有機野菜」を活用したプログラム
飲食メニューの開発

○ 屋内外ともに地域の資源を磨き上げ、アクティビティ
コンテンツの開発

○ 「ハーバルヘルス」、「ウェルネス」をキーワードとした
心身の健康をイメージしたツーリズム推進

【事例項目】

○インバウンド及び国内富裕層を誘客できるサービス及び

コンテンツを整備し、低客単価(585円)を向上させ、体験

や宿泊を伴う客単価10,000円を目指す

○開発したコンテンツをモニタ－ツアーにて実証

○ウエルネスコンテンツ4種、ウエルネス料理6品を開発

○令和２年度、３年度に撮影蓄積した動画・画像を活用

した誘客プロモーション活動を実施

〇ロケーション及びアクセスを考慮した候補地に新たな

宿泊施設の整備に向けた協議（１人当り宿泊費40,000円が

可能な施設）
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